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２．大学の将来構想 

 COE 申請当初、浜松医科大学はメディカルフォトニ

クスに関して世界的研究拠点を形成し、有機的な連携

システムを構築し，知的インフラを整備するという将

来構想を持った。このために、静岡大学，豊橋技術科

学大学、静岡県立大学との協調や浜松ホトニクス (株) 

との連携を図ることを目指した。メディカルフォトニ

クスを前面に押し出した形で大学院専攻科の再編，再

構成を計画した。メディカルフォトニクス関連の研究

職のポストを増やし、メディカルフォトニクスを特色

とする，競争力のある世界最高の大学を目指すことと

した。静岡県西部地域で形成を目指している「フォト

ンバレー」における「メディカルフォトニクス」の中

核として世界をリードすることを目指した。現在にお

いても、この構想の基本意志は変わっていない。光に

よってこころとからだの深部に潜む危険を探り、その

情報を基に、ヒトの健康福祉に貢献するとともに社会

問題の解決につながる道を開くことを目指す。特に、

こころの臨床的PET 研究について、COE 事業の中で新

知見が得られ、研究の目指すべき方向性が示されたの

で、この新分野を重視した開拓をして行く方針が生ま

れている。全体としては、COE で掲げたように、光で

こころとからだの危険を探り、現代社会の直面してい

る大きな問題の解決に至る道を開くことで、社会に貢

献しようとする構想は確固たるものである。 

これを実現するための体制としては、運営の基本と

なる役員会議、決定の中心としての教育研究評議会、

中期計画と学内のバランスを考える総合企画会議、研

究活動を考える研究推進企画室会議等が機能している。

企画室会議は副学長を中心とした10名程度の委員によ

り構成され，中期計画策定、学内講座予算配分、研究

と社会貢献全体を担当し、COEの直接的運営に当たって

きた。研究推進企画室が戦略的研究（大学として推進

すべき研究）の立案，計画策定をし、学長の下に総合

企画会議で検討し実行している。この会議の意志の下、

予算額を抑えた形とはなるが、COE事業の基本は維持継

続される。特別教育研究経費やプロジェクト研究費、

学長管理委任経理金などを適宜用意する。 

 

・補助事業終了後、大学として、世界的な研究教育拠
点における研究教育活動を維持していくための具体
的な支援を考慮しているか。または、すでに着手して
いるか。 
 21世紀COE事業の活動は、3つのセンターを軸にして

継続し、支援していく。光量子医学研究センターでは、

すでに、COEの研究内容のひとつ「イメージング法開発

と色素の開発」を引き継いで研究実施をしている。拠

点リーダの研究室を中心に、資金の重点配分をしてお

り、拠点活動の維持を意図的に行っている。センター

の寄附講座では、COE課題を中心のテーマとする特任教

授の人選を進めている。分子イメージング先端研究セ

ンターは、担当する２つの教授ポストが正規教員ポス

トの振り替えであり、時限のない支援となる。COE課題

のひとつ「からだのイメージング」を主に進め、腫瘍、

動脈硬化、受容体などの研究を通して大学院教育と創

薬的研究に資する。子どものこころの発達研究センタ

ーは、平成21年度に設置される「大阪大学・金沢大学・

浜松医科大学連合大学院小児発達学研究科」に引き継

がれる予定である。ここでは、COEの課題であった、「脳

とこころのPETイメージング」を継続発展させる。大学

としてそのための体制を整えているところである。 

2006年の ネイチャー (アジア・パシフィック版)に

よれば、世界に誇る日本の分子イメージング技法は、

PET、質量顕微鏡、単分子イメージングの３つである。

PET研究には本学の多数の研究者が従事しており、浜松

ホトニクス社のPETを借りて多数の研究成果を挙げて

いる。さらに、霊長類と小動物もPET研究が可能な、ア

ジアで初の三重モードのPET装置を大学独自に分子イ

メージング先端研究センターに備えた。最近開発され

た最も分解能の高い質量顕微鏡は、世界で唯一、試験

機が本学に設置されている。単分子イメージング用の

顕微鏡には、世界的に、本学光量子医学研究センター

で開発された超高開口数対物レンズが使用されている。

このように、本学は、分子イメージングの世界的拠点

であり、21世紀COEの補助事業によって、世界最先端の

機能を備えた分子イメジージングセンターを設置した

ことで、その地位を安定継続する体制に入っている。 

今後、本学が分子イメージング研究において世界を

リードしていくには、世界規模での交流が必要である。

そこで、ノーベル医学生理学賞受賞者Sydney Brenner 

博士、ロンドン精神医学研究所 Robin Murray 博士に

客員教授への就任を頂いた。また、海外の連携機関と

して、米国NIMH研究所、Washington 大学、Cambridge 大

学、北京大学等との連携がとれており、活動を維持す

るための、人材や情報の交流を支援できる。 

21世紀COEプログラムの成果に立って、本学は、特

に、こころを分子で読み解く、という未踏の学問領域

に挑むこととし、その準備を完了している。このよう

な構想に沿った、世界拠点としての教育研究活動をす

でに開始している。 

 
・今後、研究教育活動を持続的に展開していく上での
将来展望が示されているか 

 こころを分子でとらえることはこれまで不可能であ
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ったが、分子イメージング手法の進展により、それが

可能になりつつある。本学は、今後、こころの分子イ

メージングを通してこころを解明していく。こころの

正常からの逸脱である精神疾患は大きな社会問題にな

っている。この課題は先進国に共通して存在する、文

明社会の難問である。この難問の解決には、最先端テ

クノロジーを用いた医学研究が必須である。本学はこ

れまでも、浜松ホトニクス(株)、静岡大学工学部、豊

橋技術科学大学等と連携協力して、新技術の開発と医

学への応用に務め、21世紀COEプログラムにおいては、

光技術による細胞内信号の捕捉、癌や精神疾患解明へ

の光イメージングの応用などに取り組んできた。今後

も新技術の開発を進め、それを医学へ応用していく。 

光技術の医学応用は、開学以来、本学の揺るぎない

基本方針である。今後、本学は21世紀COEプログラムに

おいて進めてきた教育研究事業を発展させ、本学がそ

の独自性を極めてきた光技術、とりわけ、分子イメー

ジング学を中心に据えて、精神科や脳外科などの診療

科、さらには、神経解剖学、分子遺伝学、実験心理学

などの総合的な基礎科学的手法を交え、こころの分子

機構を明らかにしていく。このような教育研究組織は

世界に類がない。現代人の相当数がこころの悩みを抱

えており、学校や職場でのうつ病や不適応は経済的に

も大きな損失になっている。本学の取り組みは、その

解決を目指そうとするものである。 

 

３．達成状況及び今後の展望    

 

 メディカルフォトニクス研究の具体的な成果として、

独自開発した光ファイバ結合顕微鏡により、生きた動

物の脳の深部の映像を細胞を区別できる分解能で捉え

たこと、また、生きた動物体内の動脈硬化変性を体外

から画像として捉えたこと、新規の自然色素を見出し、

これを腫瘍の光治療に応用したこと、そして、その効

果を著しく増強する方法を見出し、実際に臨床におい

て患者に応用し回復させたことなどが、大きなもので

ある。さらに、遺伝子の分子レベルの変異を網羅的に

調べ、腫瘍との相関を明らかにしたこと（Nature 

Genetics発表）、腫瘍の悪性化に関係する膜タンパク

を見出したこと、細胞感染性病原体の感染能力の高さ

を実現している分子機構を明らかにしたこと、血管内

皮の刺激で血小板の凝集する危険を明らかにしたこと、

心筋ミトコンドリアの機能の維持の重要性を明らかに

したこと、腎不全における細胞の修復機構をあきらか

にしたこと、脳動脈瘤内の血流を体外から可視化する

ことに成功したこと、脳内への移植幹細胞が腫瘍を治

療するのに使えることを発案し試験したこと、サイト

メガロウィルスで脳内神経細胞に遺伝子を運び込める

のを示したこと、神経細胞内のイオン濃度が脳の重要

機能の障害に大きく関わる可能性を明らかにしたこと

（Nature誌にて紹介）、自閉症者の脳内の特定分子密

度が低いのを明らかにしたこと、薬物依存の脳内機構

を調べたこと、などが挙げられる。これらは、271件の

論文として発表し、10件の受賞に至っており、十分な

成果を達成したと考えている。 

 

 メディカルフォトニクスの教育研究拠点としては、

大学院課程の見直しを行い、大学院教育の実質化を進

めるとともに、COEの課題に沿った授業課程を新たに設

けた。光先端医学専攻系を設け、光イメージング、光

治療、光機能イメージングなどの部門割を設定した。

先端基礎医学特論の科目では光の応用や、PETの原理と

解析法に触れ、光医学実験講習では、実習を課した。

さらに光情報生物学、分子イメージングセミナー、光

量子医学セミナーなど、光医学に関連の科目を設けた。

若手研究者の学外、海外派遣による研修も行った。 

 実験実技を主体とする5日間の講習会を全国の研究

者を対象に毎年開催した（5回）。これには海外の研究

者の参加もあった(30人)。さらに、国内の他機関の開

催する講習会の支援もし、海外における支援もした。

特に中国においては、異なる都市で計18回の講習会を

開き、多くの研究者の育成を行った。 

 当初想定の他組織との連携強化も進んだ。静岡大学

や静岡県立大学とは共同シンポジウムの開催や研究者

の交流が盛んとなった（本学より教授が1人就任）。浜

松ホトニクス(株)とは、包括的技術協定を結び、さら

に PET(陽電子断層撮影法)研究に関する協定書がかわ

され、PETの専門家育成、研究指導を本学が担い、世界

のPET研究センターとしての機能を充実していくこと

が確認された。このような方針に沿って、本学は、平

成18年度に「子どものこころの発達研究センター」及

び「分子イメージング先端研究センター」を設置した。

これらは、COE研究の成果としての発見を基に、企画申

請した補助金により可能となったものである。これら

を、既設の光量子医学研究センターと合せて発展させ、

本事業計画の活動を継続的に維持する資材として用い

ることは前述のとおりである。  

21世紀COEの成果 （光で危険を探る）
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ファイバー顕微鏡の開発で生きたラットの脳
内の個々の神経細胞を観察した

結核菌はそれを消化する細胞内タンパクを
拡散させる能力を持つことが明かに

腫瘍の光治療に局所麻酔薬の併用が
劇的効果を生むことを見出した

自閉症者の脳内分子を可視化：
症状との対応を得た

デジタルパソロジーの
国際ネットを立ち上げ大脳基底核細胞

感染直後 感染後2時間 正常者 自閉症者

ドパミントランスポータの密度

 

 

 今後の展望：21世紀COEの中では、可視光の応用が中

心的であったが、今後は、近赤外光や電子対消滅光な

どに拡大した分子イメージングの手法を加えることで、

未踏の世界に分け入り、医学の難問解明に迫る。       
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２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１５年度採択拠点事業結果報告書 

機 関 名 浜松医科大学 学長名 寺尾 俊彦 拠点番号 F１３ 

１．申請分野 
Ｆ<医学系> Ｇ<数学、物理学、地球科学> Ｈ< 機械、土木、建築、その他工学> Ｉ<社会科学> Ｊ<学際、複合、新領域> 

２．拠点のプログラム名称 

（英訳名） 

メディカルフォトニクス    ―こころとからだの危険を探る― 

（Medical  Photonics） 

    研究分野及びキーワード <研究分野:基礎医学> (顕微鏡技術)( 腫瘍  )( 分子病態学  )(  分子疫学  )(  精神病理学  ) 

３．専攻等名 

光量子医学研究センター，光先端医学専攻、高次機能医学専攻、病態医学専攻、予防・防御医学専攻 

（平成１６年４月１日名称変更：医学系研究科生理系専攻，医学系研究科形態系専攻，医学系研究科生化

系専攻，医学系研究科生態系専攻） 

４．事業推進担当者           計  １５名 

ふりがな<ローマ字> 

氏  名 所属部局(専攻等)・職名 
現在の専門 

学 位 

役割分担 

(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  
(拠点リーダー) 

TERAKAWA SUSUMU 

寺川 進 

SUGIMURA HARUHIKO 

椙村 春彦 

KITAGAWA MASATOSHI 

北川 雅敏 

HISHIDA AKIRA 

菱田 明 

KANAYAMA NAOHIRO 

金山 尚裕 

FUKUDA  ATSUO 

福田 敦夫 

HAYASHI HIDEHARU  

林 秀晴 

UMEMURA  KAZUO 

梅村 和夫 

TAKEI   NORIYOSHI 

武井 教使 

SAKAHARA HARUMI 

阪原 晴海 

NAMBA   HIROKI 

難波 宏樹 

NAKAHARA  DAIICHIRO  

中原 大一郎 

MAGATA   YASUHIRO 

間賀田 泰寛 

TSUTSUI  YOSHIHIRO 

筒井 祥博 

KOIDE    YUKIO     

小出 幸夫 

 

 

 

光量子医学研究センター 

（光先端医学専攻）教授 

医学部 

（病態医学専攻）・教授 

医学部 

（病態医学専攻）・教授 

医学部 

（病態医学専攻）・教授 

医学部 

（病態医学専攻）・教授 

医学部  

（光先端医学専攻）・教授 

医学部  

（光先端医学専攻）・教授 

医学部 

（光先端医学専攻）・教授 

医学部 

（高次機能医学専攻）･教授 

医学部 

（光先端医学専攻）・教授 

医学部 

（高次機能医学専攻）・教授 

医学部 

（高次機能医学専攻）・教授 

光量子医学研究センター 

（光先端医学専攻）・教授 

医学部 

（光先端医学専攻）・教授 

医学部 

(予防･防御医学専攻)･教授 

 

ﾊﾞｲｵｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ 

医学博士 

腫瘍病理学 癌の分

子疫学 医学博士 

分子生物学，腫瘍学 

薬学博士 

腎臓内科学 

医学博士 

周産期医学 

医学博士 

ﾊﾞｲｵｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ 

医学博士 

循環器病学 

医学博士 

臨床薬理学 

医学博士 

精神医学 

医学博士 

放射線医学 

医学博士 

脳神経外科学 

医学博士 

行動神経科学 

医学博士 

核医学 

薬学博士 

神経病理学 

医学博士 

免疫学 

医学博士 

 

リーダー, 高精度イメージング法の開発と生

体内細胞の損傷の検出 

サブリーダー，腫瘍組織中の遺伝子変異の検

出,SNP解析 

新規抗癌剤と腫瘍マーカの開発と効能の可視

化解析 

癌のRNA診断と治療,腎不全からの回復に関す

る蛋白の解析 

腫瘍抑制因子による早期治療 

子宮頸部癌の光線力学療法 

脳神経細胞のCl－ 濃度異常がもたらす病態の

画像解析 

心筋細胞内のCa2+ホメオスタシス機構の画像解析 

 

光応用の薬剤探索的研究と光誘起血栓モデルに

よる脳虚血障害の解析 

神経画像・神経心理学的な精神病理解析,認知

行動学的解析 

イメージングによる体内動態解析、放射線照射によ

るモデル動物作成 

モデル動物における幹細胞生態のイメージン

グ解析 

モデル動物の行動解析と脳内報酬系の光検出による

トランスミッター解析 

PET用ポジトロンプローブの合成開発 

 

ウィルス障害動物モデル,神経幹細胞モデルにおけ

る神経細胞の光学的解析 

腫瘍細胞と免疫細胞の拮抗作用の画像解析 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ １ ９ 合   計 

交付金額(千円) 111,000 96,500 137,000 
128,460 

（12,846）
125,000 

（12,500） 
597,960 
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７．研究実施計画 ６．拠点形成の目的 

 
本拠点は光によるイメージング技術を推進

し、分子と生体の特異的計測を行い、医学的診

断、治療、予防の研究、および、難病、がん、

精神疾患などの基礎となる研究を推進しよう

とするものである。計画では、世界最高水準の

光技術を持つ地域的基盤を背景に、光イメージ

ング法を応用して分子生物学から脳科学まで

の領域で、臨床的研究と生体分子の光学測定に

よる基礎医学研究を進める。それによって、こ

ころとからだに迫る各種の危険が、癌や精神疾

患を引き起こす問題を解決することを最終目

的とする。光を使った研究法と医療法を探求し、

こころとからだに迫る危険が、癌、糖尿病、精

神疾患を引き起こす過程を探索する。光による

イメージングは、分析的に極微の動態情報を得

て、同時に総合的な空間分布パターンをも得ら

れる点が優れており、癌やこころという特別難

解な問題に挑むのに最も強力な技術となって

いる。先進的な光イメージング技術を開発し、

それを応用した顕微鏡で、細胞内外の危険分子

を把握し、癌をはじめとする難病の体内での実

態を探る。また、光技術と組み合わせて使うた

めの新たな色素・標識用プローブなどを開発試

験し、そのイメージングや診断、そして治療へ

の応用を図る。蛍光や近赤外光により、脳の異

常発育機構と精神疾患に係わる細胞生物学的

異変を探索する。この領域の多くの人材と経験

を有する本学を、研究者を育てる場とし、学内

外の若手人材の育成を行う。研究と人材育成の

両者を組み合わせることで、本学を世界的拠点

に高め、医学の難問に迫り、それらの知見に基

づいて、腫瘍やこころの病理の解明と治療法の

開発を行い、光の医学応用技術を世界に発信す

ることで、人類に対する歴史的な貢献としよう

とするものである。 

 顕微鏡や新しい光イメージング法の開発、観

察用蛍光色素や腫瘍治療用色素の探索、腫瘍標

本群の蛍光法による遺伝子解析、からだの（腫

瘍を中心とした）リスクの分子レベルでの探索、

脳神経細胞の発達と死の反応の光によるイメ

ージング解析、精神疾患解明の基礎となる分子

細胞学的仕組みの追求を行う。 

 このために、15名の事業推進担当者が下記の

３つのグループを形成して、3つの課題につい

て集中的連携的に取り組む。 

課題１）光イメージングの手法と色素の開

発応用を行う 

課題２）からだの危険を光で探る 

課題３）こころの危険を光で探る 

 

 各課題の内容として各担当者が実際に行う

研究の計画は下記のようである。 

 

 以上を整理すると： 

 光イメージング装置の開発と応用 

 有用な色素と標識剤の開発と応用 

 からだの危険（遺伝子、炎症、腫瘍、感染）

の光による探索とその機構の解明 

 こころの危険（脳の発達・神経細胞の異常

の発生、精神疾患に関わる分子的問題点）

の光による探索と解明 

 メディカルフォトニクス推進のための人

材育成 

 これらによる研究と教育の世界水準とし

ての拠点形成を目的とする。 

 臓器内分子観察用の顕微鏡開発を進め、

重要細胞の信号系の応答を観察し,細胞の

活性化機構とそれに作用する危険因子を

探る（寺川）。 

 GFP化幹細胞の移植後の転機など、体内に

おける動的な細胞活動の様子を臓器内で

「その場の反応」として視覚的に捉え、「体

内環境」の汚染や浄化の実態を明らかにす

る（難波）。 

 癌細胞の鑑別や治療に有用な、また、組織

に対する再生効果を持つような光増感色

素の開発と応用を進める（金山）。 

 蛍光顕微鏡像のスペクトル検出を構築し、

それによって癌の光治療の分子機構を調

べ、術中モニター法に生かす（寺川）。 

 蛍光標識を応用した細胞死イメージング

の研究を進める（寺川）。 

 新規PET用標識化合物を応用した脳イメ

ージングを進める（間賀田）。 

 重篤疾患に関わる分子レベルの危険因子

の解析を、光イメージングの手法を用いて

進める（菱田・北川）。 

 集積した癌組織標本の光学イメージング

により、遺伝子解析を進め、遺伝子-リス

ク相関関係を探る（椙村）。 

 癌発生の危険度が高い集団の組織標本を

用いる共同研究のネットワークの構築を

進める（椙村）。 

 同定した標本集団を画像的に探索しデー

タの蓄積をする。また、標準化を目指した

測定方法を確立するためにLC-MSMS装置を

用いた研究を開始し、そのための技術的研

修を進める（椙村・寺川）。 
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 Hybridizationの有無を発色にて測定す

るSNP検査方法であるInvader Assayを用

いて、胃粘膜生検組織でCYP2C19の遺伝子

多型およびH.pyloriのClarithromysin耐

性遺伝子を検出することにより、SNP検査

に基づくH.pylori除菌治療戦略を研究す

る（菱田）。 

 血管内病態の光学的解析と血栓などの光

治療法の開発をする（梅村・阪原）。 

 蛍光標識神経幹細胞の発育期脳への移植

により、ウイルス性脳障害における神経再

生の解析、脳腫瘍の治療法の開発、精神疾

患の治療法の開発を進める（筒井・難波）。 

 分子生物学的手法と組み合わせたマルチ

パラメータのイメージング（Caイオン,Cl

イオン,酵素活性,細胞内信号系の画像解

析）を展開し、危険因子となる細胞反応を

分類し、系統化して整理する（福田・林）。 

 細胞内イオン濃度の解析から脳や心臓の

虚血病態や発達異常の病態生理を解明す

る（林・福田）。 

 放射線照射で作った（動物の）脳傷害モデ

ルにおいて精神疾患との対応を調べ、Cl－

イメージングや神経細胞の運動などのイ

メージングをし、GABAの役割とその正常な

作用を脅かす危険因子を解析する（武井・

福田）。 

 遺伝子、受容体、免疫系の異常を精神疾患

との関係において明らかにする（武井・中

原）。 

 大学院生と若手研究者の研究に対するコ

ンサルティング体制を整える。 

 大学院生と若手研究者の研究に対して資

金的支援をする。 

 

 

８．教育実施計画 

 

 研究の推進と共に、それを担う大学院生を中

心とした若手研究者のメディカルフォトニク

スを目指した教育を進める。メディカルフォト

ニクスの領域は広いものであるが、本学のCOE

プログラムの中で重視するものとしては、その

うちの、蛍光法を中心とする光学顕微鏡法、高

いエネルギーの光の応用とみなせるPET法、身

体の内部を視ようとする近赤外光技法、光でが

んの治療をしようとする光線力学療法（PDT）

などの原理、基礎的応用、そして先端的開発と

応用法を習得することを目指す。特に、光学顕

微鏡法の最近の発展は目覚ましく、内容が豊富

となり、小さな対象である生きた細胞の動的か

つ分子的な研究に、強力な研究手法を提供して

いるので、これについては、教育の対象を、本

学の若手研究者だけではなく、学外から海外に

まで広げた活動を展開する。 

 

そのため、下記のような計画を立て、実施する。 

 COE事業推進室（敢えてCOE事業担当者以外

の委員を含む研究推進企画室が兼ねる）で

の検討で、研究・教育の計画を企画し、実

施を行う。 

 大学院の改組を計画し、履修課程などの分

類を光先端医学研究を含む形に変え、メデ

ィカルフォトニクス部分をより強化した

教育を推進する。 

 大学院生の国内・国外研修を進める。内外

で実施される学会等主催の講習会、研修会、

への派遣、また、協力が得られれば他大学

研究室における新技術の習得のための派

遣を行う。 

 若手研究者の研修に対する資金支援をす

る。 

 研究者能力増強のためのFD（Faculty 

Development）や大学院講義を行う。 

 研究結果の発表を含む国際シンポジウム

を年２回ずつ開催する。 

 若手研究者を中心としたシンポジウムや

発表会、形式にこだわらない自由な研究交

流を目指す。 

 メディカルフォトニクスに関する講習会

を開催し、すべての研究者に対する基礎教

育と実験実習の機会を提供し、外国人の講

習参加も進める。 

 国内他組織によるメディカルフォトニク

ス講習会の支援を行う。 

 海外におけるメディカルフォトニクス講

習会の支援を行う。 

 学部学生の早期からの研究への参加体験

ができるように、基礎研究講座への配属を

継続し、また、それ以外の研究参加への道

も開く。 

 シンポジウム講演や大学院講義の内容を

収めたビデオ記録を、本学独自のサイトか

らネット上の大学講義として、世界に発信

する事業を進める。 

 医工連携的な知財形成活動に取り組む。そ

のための若手と職員の研修を進める。 
 一般社会人のメディカルフォトニクスの

理解を進めるための公開講座を開く。 
 拠点としてのレベルを高めるため、研究成

果の発表・発信の事業（出版、ホームぺー

ジ）を行う。 
 ホームページ 
http://www2.hama-med.ac.jp/w3a/photon

/coe/coe.html 
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９．研究教育拠点形成活動実績    

①目的の達成状況 

1)世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体
の目的達成度 
 メディカルフォトニクスの分野で、世界水準

に達した研究成果が出たという点で、目的は十

分達成された。研究成果の新規性と創造性、ま

たその重要性は、当事者による客観的な評価と

して、きわめて、高い水準にあると考えている。

いずれも重要な生体の機構に関するメディカ

ルフォトニクスを用いた研究成果であり、新し

い学問領域の創成につながっている。 

 新しいイメージング装置の開発については、

当初想定したほどには進められなかった。COE

の運営そのものが大きな重荷となった面もあ

る。実際には、同時進行していたクラスター計

画の方で、顕微鏡、内視鏡、手術ナビゲーショ

ンシステム、遠隔診断装置のような実用的開発

を大きく進めた。クラスターはハードの開発で

あり、COE はその応用という線引きになった。 

 全体として目標の達成度を評価すれば、前述

のとおりであるが、これに対する客観指標を提

出することは難しい。COE がなければできなか

ったであろう多くの事業が活発に進められ、拠

点としての実態形成をしたといえる。拠点形成

に向けて全学的に取り組んだ活動として下記

が挙げられる： 

• 研究者の研究に関する相談を受け付ける研究 

推進相談員の制度を作った。 

• 外部研究者の来校を容易にし、共同研究を推 

進するために、訪問共同研究員制度を作った。 

• 浜松ホトニクス社と包括的技術交流協定を締 

結した。 

• 静岡大学と学術交流協定を締結。浜松市医療 

公社と診療および研究に関する協定書が締結

された。 

以上のようなことから、本学の光を用いた医

学研究の姿勢は、国内的に認知されており、さ

らに、国外においても、研究論文からだけでな

く、COE の多くの事業による活動で、その認知

度は格段に上がったものと思われる。多数の海

外大学が本学との共同研究や学術交流を受け

入れる姿勢を示している事実は、これを物語っ

ている。 

 

2)人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

下記のような事業を実施して、メディカルフォ

トニクスに関わる人材の育成に貢献し、事業の

主催を通して本学の拠点としての地位確立に

寄与した。 

 国際シンポジウムを 12 回行った。(うち静岡

健康長寿フォーラムでは、延べ参加者数 1750

名) 

 大学院セミナーを 23 回行った。企業研究者

セミナーを 16 回行った 

 学内発表会を 24 回行った。(平成 16 年 6 回、

17 年 8 回、18 年 5 回、19 年 5 回) 

 COE 若手研究報告会を 9 回行った。 

 県民フォーラムを１回行った。市民公開講座

を 2 回行った。 

 公開大学院講座を 10 回開催した。 

 メディカルフォトニクス講習会を 5 回（延べ

25 日間）開催。総参加者数 593 名。海外より

65 名（併設のシンポジウム講演者を含む）。 

 中国において光技術講習会を 16 回行った。

（延べ参加者約 1500 名） 

 国内の他組織によるメディカルフォトニク

ス講習会の支援を 8 回行った。 

 同仁ニュース（株・同仁）での技術講座を４

回行った。 

 分子イメージング先端研究センターにて、

PET や CT を用いる研究を通して人材育成に

寄与。大学院生向けの新たな履修コース・講

義課目を開設しメディカルフォトニクスの

人材育成に貢献。 

上記のような事業の実施で人材育成を進め、下

記のような成果があった。 

• 外国人留学生を含む大学院生 33 名を RA として雇

用した。 

• 山本純偉は日本学術振興会特別研究員（DC1）と

なり日本麻酔学会第 51 回学術集会ポスター賞を

受賞。筑波大学講師となった。大学院生古川智範

は RA 雇用され科学研究費補助金、基盤研究 C を

獲得した 

• 櫻井孝司は、バイオイメージング学会奨励賞の受

賞が決まった。 

• 助教の小川美香子は動脈硬化の PET画像化の仕事

で米国核医学会若手奨励賞、日本核医学会若手奨

励賞を受賞した。米国 NIH 研究員に採用された。 

• 金岡 繁、第 1回日本消化管学会総会 会長賞受賞。

第 20 回内科学会奨励賞受賞。 

• 古田隆久、日本臨床薬理学振振興財団 学術奨励

賞受賞。また、GERD 研究会 特別奨励賞受賞。 

• 学術振興会特別研究員清水千草は Max-Planck 研

究所研究員に採用され、後、徳島文理大学助手に採

用された。 

• 助手 岡部明仁はドイツ Mainz 大研究員に採用され、

その後兵庫医大講師に採用された。 

• 助手 井上浩一は米国 Legacy Clinical Research 

Center 研究員に採用。助手 窪田寿彦はドイツ

Max-Planck 研究所研究員に採用された。山田順子が

フィンランドの Helsinki大学に留学採用された。

豊田博紀が Toronto 大学に留学採用。 Chen 

Jihaun は Mayo Clinic 医科大学の研究員に採用さ

れた。 

• 大学院生韓桂萍は博士号を取得し、ハルピン医科

大学病理学教授に就任した。助教授 上野伸哉は

弘前大学教授に採用され、准教授近藤一直が藤田

保健衛生大学 薬理学教授となった。田中助手は、

国立がんセンター室長に昇進した。研究員の高矢
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昌紀は高等専門学校教諭に就職した。 

• 学生の基礎配属での COE 関連研究が進んだ。 

 

3)研究活動面での新たな分野の創成や、学術的
知見等 

  本学で独自に開発したファイバー顕微鏡に
よる生きた動物の脳内神経細胞の画像は、他で
は撮れないものであり、これからの動物個体内
の顕微鏡的研究の道を拓いた点で、大きな貢献
をした。この方法で、まったく、新しい研究領
域が広がったことは歴史的な成果ともいえる。 

 脳内重要分子の新しい標識剤を開発したこ

と、腫瘍の治療のための浜松医大オリジナル

の光増感剤を見出し、その臨床効果の増強法

を見出したことなども、世界最高水準の研究

成果である。 

 腫瘍細胞の遺伝子の分子疫学を進め、疾患と

の対応を確立したこと、神経細胞の興奮と抑

制が細胞内の塩素イオン濃度で切り替えら

れることが、脳の発達や機能異常に大きな関

係を持つのを見出したことなども世界最高

水準の成果である（Nature Medicine, Nature 

Genetics に取り上げられた）。 

 細胞膜上の G タンパクの発現が腫瘍の悪性

度に強い関係を持つこと、ヒトへの強い感染

力を持つ細胞寄生性細菌（結核菌など）が、

細胞内 G タンパクに対する戦略的攻撃をす

ること、などもそれぞれの専門領域の国際誌

に報告され、高く評価できる。 

 さらに、移植組織における炎症性病変の詳細

解析や、脳へ移植した幹細胞の動態解析、腎

炎からの回復を司る細胞の動態解析、心筋細

胞のミトコンドリアに関わる信号系の解析、

ヒト動脈瘤内の血流状態を見る研究など、い

ずれも世界的に見て高い水準の研究である。 

 これまで装置の制限から研究できなかった

PET による自閉症者の脳内の分子イメージ

ングを初めて成功させ、ドパミントランスポ

ータの密度低下を見出した。この発見はこれ

からの精神科的な治療と診断に分子生物学

に基づく手法を取り入れる道を加速し、医療

福祉に繋がる。 

 「糞便 RNA による大腸癌診断法」が評価され

分子診断学寄付講座が創設された（内科学第

一）。 

 EGFP あるいは DsRed を発現する変異 CMV ウ

イルスを作成するシステムを確立。ウイルス

遺伝子発現の時空間的分子イメージングと

して解析出来る基盤ができた（病理学第二）。 

 株式会社常光は、本学遺伝子診断技術をもと

に製品化に成功。製造承認をとった（病理学

第一）。 
 
 

4)事業推進担当者相互の有機的連携 

 臨床系の研究室（整形外科、脳神経外科、耳

鼻咽喉科、集中治療部、光学診断治療部）と

の共同研究が深まった。（細胞イメージング） 

 メディカルフォトニクス講習会の実施に対

して、生理学第一、第二講座の参加を得て、

学内運営体制を強固にした（細胞イメージン

グ）。 

 イメージングプローブ開発のため、PET 使用

の研究室と化学合成グループとの連携がで

きた。 

 解剖学教室、第２生理学教室の連携が深まっ

た（ゲノムバイオフォトニクス）。 

 光量子センター、生命科学講座、産婦人科講

座での光増感物質の開発についての共同研

究が実行され、トランスレーショナルリサー

チが円滑に行われ、臨床研究が進展。 

 光量子医学研究センターと薬理学講座の連

携で、神経細胞死のメカニズム解明や PET 等

のイメージング技術を用いた脳機能解析に

ついての研究が進んだ。 

 

5)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

 最新の蛍光顕微鏡、培養顕微鏡、細胞選別装

置、DNA チップ解析器を備え、先端的研究の

推進を可能にしている。 

 アジアで初となる小・中動物用 PET/SPECT/CT

装置を導入。PET 研究を大きく推進させた。 

 南京大学の Wang YP 教授、安徽省人民病院、

北京大学、北京協和病院との共同研究を開始。

病理標本デジタイザーによるネットワーク

の形成で、他との競争力を強化（病理学第一）。 

 3 次元磁気共鳴シネ位相コントラス法を用い

る血流動態解析について、Stanford 大学と共

同研究を行っている（放射線科学）。物理光

学研究所（ドイツ）、第三軍医大学（中国）

との共同研究を開始（細胞イメージング）。

米国 LaJolla 研究所との共同研究を開始（産

婦人科学）。中国第三軍医大学臨床検査学教

室等と共同研究計画が準備される（ゲノムバ

イオフォトニクス）。Emory 大学の E. 

Mocarski 教授との共同研究推進（病理学第

二）。 

 青枝大貴（助手）を Washington 大学医学部

の Mark Miller 博士の研究室に派遣。リステ

リア感染症に対する免疫応答を生体内で観

察する共同研究を行った（微生物学）。Ruben

大学と連携、助手を研究派遣。t-PA knockout

マウスの脳出血のメカニズムと t-PA の脳神

経毒性を検討（薬理学）。 

 Cambridge 大学の John Suckling 博士、ロン

ドン精神医学研究所の Toulopoulou 講師、ロ

ンドン精神医学研究所所長である Murray 教

授ら、Utrechit 学の Kahn 教授グループと共

同研究（精神神経医学）。Mainz 大と共同研

究（生理学第一）。Mayo Clinic 医科大学と、

アルコール依存機構に関する共同研究を開

始した（心理学）。国立がんセンターとの胃
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がんの感受性についての共同研究は、磐田市

立病院との地域連携を含み、Nature Genetics

に発表され、主要紙に報道済みである（病理

第一）。コニカミノルタ、アールテック、生

理学研究所と共同研究を推進（放射線科）。 

 韓国、中国。オーストラリアからの 18 名の

大学院生をメディカルフォトニクスコース

に COE 事業として招待し、1 週間イメージン

グの教育を英語で行った。そのうち 1 名が国

際シンポジウムで発表し若手奨励賞を受賞

した。 

 

6)国内外に向けた情報発信 

 COEプログラム事業推進担当者による研究報

告冊子作成配布（4号）。若手研究者の研究

報告冊子作成配布（4号）。事業活動の報告

冊子作成配布（2号）。 

 静岡健康長寿フォーラムの発表内容をまと

めた報告冊子を作成配布（1号）。開催した

国際シンポジウムの抄録冊子を作成配布（13

号）。メディカルフォトニクス講習会テキス

トを作成配布（5号）。 

 中国にて開催したメディカルフォトニクス

講習会でテキストを配布（2種）。 

 同仁化学ニュース上にメディカルフォトニ

クスの基礎講座の記事を掲載（4号）。 

 ホームページ上でのCOEの紹介・COE研究成果

の公表・上記冊子体の公表。ビデオの世界発

信（シンポジウム、大学院講義、実験データ

など：多くが英語による）（163本）。 

 ナノズーマ・ネットワーク上にデジタル病理

標本の資料をアップロード（300件以上）。 

 

7)拠点形成費等補助金の使途について（拠点形
成のため効果的に使用されたか） 

 補助金は前半の年度では事業推進費と設備備

品に大きな割合（70％以上）で使用した。事業の

立ち上げ、研究設備の整備という意味で、効果的

な使用であった。事業費の内容は、研究消耗品の

購入、図書経費、ビデオ配信システム（ソフト）

の設置、講習会の実施、国際シンポジウムの実施

であった。後半の年度では、人件費を増大させた。

これは、人の力が研究の駆動力として最も大きな

効果を持つという認識からであり、多くの事業分

担者のニーズに合致して、意識的、効果的に使用

されたものである。実際、多数の大学院生RAやポ

スドク研究員の採用ができ、研究人材の増加が基

礎となって、世界的に高い水準の研究が遂行でき、

Nature Genetics、EMBO J. などの雑誌で論文の

発表ができた。拠点を形成するための戦略性を持

った補助金の使用としては、顕微鏡装置の購入が

主である。レーザー光源、共焦点走査装置、培養

顕微鏡など、微細な細胞の生きた反応を捉えるこ

とが、殆どの研究室の共通の必要性であった。さ

らに、COEの予算により、いくつかの症例で臨床

研究が行われた（産婦人科）ことは特筆に値する。

腫瘍の光治療のように未だ試験的な実施に限ら

れるものについては、保険の適用ができない部分

があり、実際の患者の回復が得られたことは、ま

ことに効果的な経費の使用である。 

 

②今後の展望 

  21世紀COEプログラム研究のまとまりは、2つの

大きな流れとなって発展していくであろう。ひと

つは、癌を中心としたからだの問題解決を目指す

取り組みであり、これには、学内多数の研究者が

多様な角度からそれぞれの課題を進めるであろ

う。COE研究により申請できた特許をもとに、製

薬会社等と癌転移抑制薬剤の開発をするなど新

しい期待が持てる。もうひとつは、こころの問題

解決を目指す取り組みであり、これは組織として

の形が出現しており、その研究体制はより強固な

ものとして確立していく。COE活動の中で中心的

役割を担った、光量子医学研究センターと、COE

活動の中で発足し育成されてきた、分子イメージ

ング先端研究センター、および、子どものこころ

の発達研究センターは、３つが相互に補完し、よ

り多数の共同研究を持ち、より強い連携を重ねな

がら、統合的な医学イメージング研究施設として

束ねられ、全国共同利用研究施設の水準に発展さ

せることを目指すものである。今や、本学が目指

した光とイメージング技術は、医学の中で、基礎

的にも臨床的にも実用性を高め、無くてはならな

い基本的手段を構成している。これを医学の全体

を大きく担う技術として、最大の努力をして支え、

本学の拠点としての活動を継続する意志を固め

ているところである。 

 

③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内
外に与えた影響度） 

  静岡西部のフォトンバレー構想への影響や、
遠州クラスター形成への影響がある。ドイツの
フォトニッククラスター（イエナ地区）との連
携が進み、韓国・光州の「光のまち」計画とも
連携の可能性がある。分子イメージング先端研
究センターや、こどものこころの発達研究セン
ターの設置もCOEの効果であった。静岡大学と
産学連携フォーラムを共催し、豊橋技科大学
（豊橋サイエンス・クリエート）とも交流を目
指したフォーラムを共催した。浜松ホトニクス
社とのPETを用いる共同研究が促進し、県西部
浜松医療センター附属診療所、先端医療技術セ
ンターにおけるPET研究の推進が図られた。フ
ジフィルムとの共同研究開始で、同社保有の化
合物ライブラリーからの新しいイメージング
プローブ・治療薬剤の開発が期待される。静岡
県立大学薬学部や静岡大学工学部の化合物探
索・開発を行っている研究室とも新たな連携を
構築することができた（ゲノムバイオフォトニ
クス）。労災病院とのテレパソロジー業務を開
始（病理第一）。臨床では、産婦人科でPDTを
選択する患者さんが増加した。いずれも、COE
事業の強い影響下に進めることができた。 











機関名：浜松医科大学 拠点番号：F13 

 

２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果 

 

（総括評価） 

 設定された目的は概ね達成された 

（コメント） 

拠点形成計画全体については、浜松ホトニクス社、静岡大学と技術、学術交流協定を締

結して技術開発、医学診断、治療及び予防の研究を推進する体制を構築し、メディカルフ

ォトニクスの分野において世界水準の研究成果が得られたことは評価できる。新しいイメ

ージング装置の開発については、当初予定した進展は見られなかったが、顕微鏡、内視鏡、

遠隔診断装置など実用的なハードの開発は順調に進められ、応用面での成果も一定程度達

成したと判断されることから、全体としては、目的は概ね達成されたと評価できる。 

人材育成面についてはＣＯＥ若手研究報告会、企業研究者セミナー、メディカルフォト

ニクス講習会などを開催し、有能な若手研究者を育成し、概ね当初の目的は達成されたと

評価できる。 

研究活動面については、独自に開発したファイバー顕微鏡による動物の生体内画像観察

法を開発し、生きた動物の脳内神経細胞の画像化、体内の動脈硬化変性や動脈瘤内の血流

状態を体外から画像化するなど具体的な成果も見受けられ、新しい研究手段としての道を

拓いたことは評価できる。 

補助事業終了時の持続的展開については、本事業推進の核となった光量子医学研究セン

ター、分子イメージング先端研究センター及び子どものこころの発達研究センターを中心

に学内外との密接な連携を維持し、メディカルフォトニクスの拠点としての活動が継続さ

れ一層の発展が期待できる。 
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